
 

新規土壌還元消毒資材「糖含有珪藻土」 

－処理が容易で圃場の深層部まで高い消毒効果－ 
 
試験研究計画名： 持続可能な農業生産のための新たな総合的植物保護技術の開発 
研究代表機関名： 国立研究開発法人 農業･食品産業技術総合研究機構 

 

背景とねらい： 
近年、土壌病害虫の防除対策として易分解性の有機物を利用した土壌還元消毒が開発

され、環境にやさしい消毒法として普及が進んでいます。しかしながら、米ぬかやフス

マを用いた土壌還元消毒は、圃場の深層部に存在する青枯病菌や線虫等に対する消毒効

果が不十分です。また、糖蜜の還元消毒は深層部の消毒効果が高いものの、重労働であ

る糖蜜の希釈作業や液肥混入器の利用等が普及の妨げとなっています。そこで処理作業

が容易で深層部まで還元消毒効果の高い新規資材の開発を行いました。 
 

特長と効果： 
新規資材「糖含有珪藻土」は、資源循環型のアミノ酸

生産サイクルにおいて、糖化液を濾過する工程の副生物

として産出されます（図１）。本資材はタピオカスター

チ糖化液由来の糖と濾過助剤である珪藻土を主成分とし

ます。 

処理方法と資材の特徴・・糖含有珪藻土は、①圃場に

散布、耕耘機で混和、②ビニール被覆後に灌水チューブ

で灌水することで糖が溶解、③糖を含む灌がい水が深層

まで移行することで、深さ 60cmまで還元消毒することができます（図２）。米ぬかやフ

スマを用いた土壌還元消毒を実施している生産者は、本資材に替えるだけで深層まで効

果の高い消毒技術を導入できます。 

 

土壌病害虫に対する防除効果・・糖含有珪

藻土（1t/10a以上）を用いた土壌還元消毒

（6月～9月処理、地温 30℃以上）により、

圃場 60cmの深層まで還元化し、深層の青枯病

菌および線虫密度が検出限界以下まで低下し

ます。消毒後に栽培したトマトは、青枯病の

発生および根こぶの形成がほとんど認められ

ず（図３～５）、その効果は２作以上持続しま 

 
 
 
 
 
 
図 1 糖含有珪藻土 

 
 
 
 
 
図２ 糖含有珪藻土を用いた新規土壌還元消毒 

 

図３ 新規土壌還元消毒の青枯病に 

対する防除効果 

                          

 

 

図４ 青枯病に対する防除効果    図５ 根こぶに対する新規土壌還元消毒の抑制効果 

 

す（図３）。また、青枯病対策技術である「高接ぎ木栽培」と組み合わせた新防除体系

により、土壌病害虫に対する防除効果が安定化し持続性も高まります。 

 

社会実装の対象と可能性： 
対象は全国のトマト生産者や生産団体です。「糖含有珪藻土」は、九州地域では味の

素（株）九州事業所、他地域では味の素グループのタイ国 FD Green社から供給の予定

です。地温 30℃以上が確保できる 6月～9月に新規土壌還元消毒処理を推奨します（夏

秋作型では１作休閑、もしくは他品目を消毒期間以外に栽培）。上記の新防除体系は、

青枯病等の土壌病害虫に起因する収穫量減少に悩む生産者（特に慣行防除が効かなくな

ってきている地域）の農業所得復元に向けて有用であることが経済性評価から明らかに

なっています。新規土壌還元消毒の導入に当たっては複数作での適用により 1作当たり

の負担を減らすことも必要です。 
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